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創造性i乙関する研究(1)(2)に続き本研究では，以下に詳述するような特殊な環境下にあるー僻地とー
養護施設の児童・生徒を対象に，一連の創造性テストlζ加ゑて知能テスト，性格テスト，さらに個別
・集団面接，現地調査等による集約的な調査から，創造性とその他の性格特性および社会的環境との
関係を考察する。
方 ! 法
テスト:京大NX，WISC，桐原式自由画による幼年児童知能テスト f2〉， 京大住図式創造性テ
スト山，視的想像性テスト(Frankおよび Warteggそれぞれの山松翻案山仰山，音楽的想像
性テスト(山総一小川正試案) (4)，音楽的才能テスト (Seashore's) ，精研式SCT，ロールシャ
ツハテストを使用。対象:(1)長崎県対馬厳原町久和部落久和小学校5・6年21名，問中学校1・2・
3年37名， (2)神戸市S養護施設小学校児童5・6年10名，中学校生徒1・2・3年30名
WZT~山松翻案1967年改訂の評価基準
a. 全体的に健康で，ユーモアがあり，あたたかさが感じられ"ある程度の独創性がみら}れるもの
b. 2.~3 項程度が a I乙該当している。また全体として不健康な感じはしない。
C. 表現力はあるが，全体的に異状さが感じられ，てがかりもある程度無視されているか，または
こじつけ，無理を感じさせる。
d. 全体的に貧弱な感じで，表現力はきわめて乏しい。手がかりの利用度はきわめて低い。人，動
物を欠いていて，一般に環境への関心の欠如を恩わせる。
結果および考察
(1) 久和の場合
対馬は九州本土から船で5時間半，一日一度しか連絡船の通わぬ離島であり，さらに久和は島の中
心街からパスで一時間ほど山道を通って到達できる山と海に固まれた単独部落で僻地中の僻地といえ
る。人口約350，世帯数78，農漁業がほとんどで生活は貧しい。，人口構成は中老年令層および子ども
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が多く，青年屈は長男を除きおおむね出稼ぎにでていない。両親は労働のため子どもの教育は放任，
都市文化からの隔離にともない文化的諸刺激はきわめて稀薄である。
WI SCの成績において，久和は大阪の児童・生徒に比じ全般的に劣るが特iζ言語性検査が劣る。
京大NXとWISC言語性とは有意の相関を示し"へ前者の成績の方が悪く分散は大である。また
桐原式人物画知能テストとWISC動作性，周全検査との聞に相関・が認められたが，とれらの結果
から制限時閣の短かい検査および言語的因子が支配的である検査では僻地児には不利であると考えら
れる。創造性テストでは山松等の1964.1965年の大阪市，徳島市，愛媛県三崎，徳島県東祖谷務会の
いずれの結果山よりも劣位，音楽的想像性においては三崎のみに優位，音楽的才能では音記憶は大
阪に劣るものの逆に音色， リズムは優位を示した。視的想像性テストは今回新たに1967年改訂の山松
の評価基準・によったが，内容は極めて貧弱，大阪市に比して劣位である。久和のローJレシャツハテ
ストでは全般的に性格的に未成熟であることを示している。彼等の新しい環境に対する適応能力は都
市の対照群に比して低く，年令が増加しても依然として情緒面でもかなり未発達の傾向がみられる。
文化的諸刺激の稀薄さが僻地児の自我の開発および訓練，知的あるいは情緒的素質の育成にこのよう
な結果をもたらしたものと考えられる。彼等はいわゆる constrictedtypeを示している。
(2) 養護施設Sの場合
都市の住宅地区にあるS施設は約1∞名の子どもを収容している。入所理由は両親の死去，遺棄，
保護能力の欠如などで，中学生の9寄jは入所後10年以上を経過している。 彼等は都市文化の恩恵に浴
してはいるが，集団保育 ・集団生活指導の中で育ち保育者との個人的接触の機会には恵まれていな
b、。ー
.5もーまたWISCの成績が大阪標準児童の平均に比し劣り特に言語性に劣る。創造性，音楽的想、像
性iζおいては三崎を除く他のいずれよりも劣位，音楽的才能に関してはリズム ・音記憶の面で落合よ
り優位であるが他は一般に成績は劣位である。視的想像性テストは内容が久和と同様貧弱で，病的な
感じをあたえ不気味なものがある程度みられた。 ロールシャツハテスト. SCTにおいては，施設の
子ども達は性格的に unbalanceの未成熟を示している。暖かい親子関係，親密な対人接触を十分に
経験することなく今日に至:?た彼等は内的生活φ貧困さ，内的安定度の不十分さを示し，内に秘めた
攻撃佳..stressfulな態度を反映じている。 feelingtypeが彼等の特徴である。
結 。J 語
一僻地(長崎県対馬久和)とー養護施設(神戸市S)の児童・生徒に，一連の創造性テストに加え
て知能テスト，性格テスト，集団および個別面接等をお乙なった。両者とも各テス ト結果は都市の標
準的成績に比し極めて劣位であり，僻地では制限時聞が短かしかっ言語的因子が支配的なテストは
不利であるζとが認め.られた。前者は文化的諮刺搬の稀薄さから，性格的に全般的な未成熟を示し，
後者は毅密な対人接触の経験の欠知による unbalanceの未成熟を示している ζとがうかがわれた。
t柿 0.1%水準の危険率で有意 ず 5%水準の危険率で有意 林前頁.WZT評価基準参照
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W 1 S Cの成績
Q . 
久和|日
S 
大阪
久和小
S 小
久和中
S 中
久和小
S /J、
久和中
S 中
娼江小
創造性および音楽的想像性の成績一合)DI同音異義語 | 用 途|問題点の発見
N I M I SD I N I M I SD I N I M I SD I N I M I SD 
22 136.90 20.77 22 8.63 4.∞ 22 3.40 1.89 22 2.59 1.68 
9 132.44 22.40 9 8.33 4.00 9 3.44 2.45 9 1.77 1. 52 
38 123.30 19.72 38 10.21 4.51 38 5.52 2.12 38 3.31 1.29 
26 117.30 22.42 26 10.15 3.65 26 5.23 2.59 26 2.11 4.25 
低|強
視的想像性の成績
Frank (山総限祭)事 |… 一a lblc ldle材|計 a I b I cI d I剖。。2 5 14 21 。2 3 16 21 
一。1 3 2 3 9 1 2 4 3 10 
一。6 10 8 12 37 3 8 9 17 37 。10 6 5 6 27 6 13 3 6 28 
一 6 辺 38 4 60 
* Frank (山松翻案)の評価基準はWZT一山総書草案の評価基準に準ずる。
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音楽的想像性
.N I M I SD 
22 14.82 4.07 
9 15.33 2.78 
26 14.34 3守74
38 14.69 2.68 
"なお Frankにおいてはdよりさらに一段階低いとみられるもの，却ち，ほとんど表現らしいものがみられ
ないものが相当数認められたので，ζれをeとしdグループから区別した。
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創造性テ ストの地 域比較 (平均の差の検定)
久 和小 S 
同額義語 |用 途|問題点の発見 同音異義語|用 -途 |問題点の発見
9.7408 ••• 4.侃33*.. 1.的'78
4.7030 .*・ 1.4219 3.3775 
， 
7.5144 *傘宇 3.9731.*. 1.1496 
2.銘36 柿 1.4567 1. 4621 
8.1988帥$ 5.2757 *.. 2.2013 
6.9643梓イ
3.6361 *.・
5.0咲担9*.・
1.6490 
5.2302 *帥
S 
同音意義語
18.3186 **. 
2.6402 調俳 2.前18 柿
0.8劉)9 4.ωpil帥$
2.7712 *. 3.ω27 ** 
1. 0628 O.的86
3.62ωH・ 0.1390 
中
用 途 |問題点の発見
5.1臼7*** I o.側 6
音楽的懇像性の地域比較一(平均の差の検定)
?¥とl久和小 Is 小
新
4.9095料率
3.5116 ..* 
6.お53*** 
.  
Wa巾 gg(山松重草案)の地域比較 (x2検定)
〉~I 久和 小 I s 小
堀江① I 36.78 帥 I 5鈴 s
六 |高
音楽的才能の地域比較(平均の差の検定)
久 和小
低 |強 弱 |長 短|音 色|リズム|音五
堀 江① 3. 2238 (柿) 0.1臼3 2.8144 柿 4.5587 (*柿) (0.7113) 4.5440制蟻
新 町 1.4786 O.包括 5.7830辛料 0.0559 (0.1邸4) 4.6880柿$
一 崎 2.初回 (ρ (0.5216) 3.4477 ** 4. 2245 (柿.) (1.伺37) 0.6228 
若草 メ匹入事 8.5280(.柿) 4.1342(*.ρ 4.6731(*柿) 7.5777 (帥.) 5.邸33(帥.) 3.4311ω 
じ¥に|高低 |強 弱 |長短 |音 色|リズム |音記憧
堀 江① 1.4243 3.4879梓$ 1.7398 0.4704 4.2253帥.
新 町 3.4770 * i 7.1銃ー4*** 4.0473帥$ 4.8614材* 1.脱出!U 4.4802 *.. 
崎 1. 5281 4.仮調57.・念 4.ω35柿本 1.6677 (0.1572) 0.611臼
落 メEh3 (1.4496) 1.6'鎖)4 (0.5061) (0.6419) 3.1回7(帥) 8.託渇3(.*.)
①は1~年度， ②は1965年度の結果。
ぺ"，*紳はそれぞれ5 完~， 1%， 0.196水準の危険率でAが劣位， ( )はAが優位であるととを示す。
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Summary 
In addition to a seri田 ofcr伺 tivitytests， the folIowing tests and interview were 
applied to the children and students in a secluded place (Kuwa， Tsushima in Nagasaki 
Prefecture) and those in a protective institution (S in Kobe City); Intelligence Test， 
Personality Test， and group and individual interview. 
The r白ultsof the tests of both groups were much inferior to the average results of 
the children in big cities. In case of the secluded place， time limit was short and 
verbal handicap were influential upon the results of the tests. As the children and 
students in the secluded place and out of cultural impetus in general， they were ob-
served to be immature in their personality， while those in the institution seemed to be 
immature and to lack in balance in their personality， owing to the fact that they 
have less experience of personal contact. 
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